


















はじめに 

近年,産科学の進歩により我が国の周産期死亡率は急激に減少し,国際的にも優れた成績と

して評価されるようになったことは周知の通りである。しかしその死因を詳細に検討する

と,子癇を含めた妊娠中毒症と早産に関するものが大半を占めており,特に前者では心身障

害児発生との関連から最近注目を浴びている子宮内胎児発育遅延 IUGR の頻度も極めて高

い。 

一方,我が国の妊産婦死亡率も過去20年間で約1/6に減少し,妊産婦管理の向上がうかがわ

れる。しかるに,国際的には欧米諸国に比べるとそれでもなお2倍程度の高頻度であり,し

かもその死亡原因の約 1/3 は妊娠中毒症に関連するものである。またたとえ死亡までには

至らずとも後遺症が残ってその後の母体の予後に影響を及ぼすことが考えられ,このよう

な症例も少なからず存在することであろう。 

このように妊娠中毒症は母子保健上最も重要な疾患のひとつであるが,産科学の進んだ今

日においてもなお「学説の疾患」の域を出ず,その成因や病態は判然としない。それでも概

念的にみれば妊娠中毒症の発症には個体の体質的条件あるいは素因(環境条件も含む)と,

妊孕現象にともなう母体の腎,血管系を中心とする負荷の大小,言い換えれば胎児を受け入

れる側としての母体の適応能力 capacity of adaptation が関与していると考えられており

,その意味では個体の発病条件を認識することが必須であり,今回妊娠中毒症の臨床的背景

の把握,あるいはハイリスク因子の抽出というテーマで病因疫学的調査,さらには妊娠中毒

症発症の予知に関する研究を行った。 


